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図2035，000年前から現在までの気候変動と日本での出来事　［STuM㌧R　et　al．，1995］に記入。日本の
　　炭素14年代はすべて［STulvER　et　al．，1998］を使って較正した。
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年前ごろまでであって，その後は集団狩猟は衰退していったこと，つまり，大形獣絶滅への画期の
一つが姶良火山灰降下頃にあることを想定できる。
　ニホンムカシジカはカズサジカの進化型であって，日本の更新世中・後期にはカトウキヨマサジ
カに次いで多い中形の鹿であった。この鹿はヤベオオツノジカの絶滅前に絶滅している一方，同じ
時代に生息していたカトウキヨマサジカは完新世まで遺存し，縄文時代にあれほど狩猟したのに絶
滅していない。
　ナウマンゾウなどと同時代に棲み同じころにいなくなった大形食肉類に，本州のヒグマやヒョウ，
トラなどの猛獣がいる。凶暴なヒョウ・トラが人の狩猟対象であったとは誰も考えないだろう。ま
た，帝釈観音堂の更新世末の堆積層中に遺骨をのこしている食虫類のニホンモグラジネズミ
AO％γOSOγ＠κ」⑳0耽％Sや，翻歯類のニホンムカシハタネズミMcγ吻Sθヵ協肋θヵ0ゴ4θS，ブラントハタ
ネズミルf伽orμscf　b7α％硫oi4θsなどの絶滅現象（図21）も，それらが人の捕獲対象であったにせよ，
オーバーキルでは説明できないだろう。こうしてみると，人によるオーバーキルを動物の絶滅の主
要因にすることには慎重にならざるをえない。
　青森県大平山元1遺跡の神子柴文化に属する無文土器は現在，日本列島最古の位置を与えられて
いる。その暦年代は約16，140年（AMS炭素14年代：13，480±70）である［中村・辻，1999：110］。更
新世と完新世の境界年代の10，000年前は現在，新ドリアス期から急激に温暖化する約11，650年前と
較正される。大平山元1遺跡では両面加工の石鍛や刃部磨製の丸ノミ形石斧も伴っている。した
がって，最古の土器も，石鐵つまり確実な弓矢も，石斧も最終氷期のまっただ中に存在したという
ことになる。ただし，古植物学の最近の成果によると，大平山元1遺跡は，東北地方では温帯・亜
寒帯性針葉樹林が卓越し，草原的な景観も少なくなかった時期から，すでに気候の温暖化にともな
う落葉広葉樹林（カバノキ属・コナラ亜属林）が拡大を始めた頃にあたる［辻，1997：311～313］［辻，
2000：85］。東北地方の温暖化には対馬海峡・朝鮮海峡を経て日本海に流入してきた黒潮暖流が影響
を与えているという。
　その一方，南九州でも神子柴文化に匹敵する古さをもつ土器が見つかっており，石鎌や丸ノミ形
石斧の出現も早い。さらに，注目すべきことは打製土掘り具，石皿・磨石など植物質食料の採集・
加工具の出現・普及が旧石器時代末までさかのぼる事実である［藤本，2000］。
　考古学では，土器の出現を，弓矢・磨製石斧とあわせて後氷期における技術革新の一つとして取
りあげてきた長い歴史がある。すなわち，気候の温暖化，完新世の始まりと土器・弓矢・磨製石斧
の出現を結びつけて，これらは完新世の新しい環境に適応するための技術革新であり生活革命であ
ると理解し，縄文時代の始まりの意味を追究してきた。考古学・古植物学の新たな展開があっても
なお，年代をさかのぼらせることによって，これまでの理解を基本的によしとするのか，それとも
東日本のばあいはむしろ，寒冷気候下での自然資源の変貌に対応するための発明であったと考えな
おすのか，新たな観点からの再検討を迫られている。
　寒冷期がつづいている最中に突然訪れた温暖なべ一リング期，そしてまた寒冷な古ドリアス期に
もどり，また次の温暖期を迎えるといった約15，000年前から11，500年前までの3，500年間は，気候
の劇的な温暖化と寒冷化とがくりかえしおこった時期であった。それらの前に生じた姶良火山灰な
どの降下にともなう植生の変化など生態系の変化との関係を追究し，石器のあり方や遺跡のあり方，
42
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図21　更新世後期から完新世にかけての動物の編年的分布
　　　［KAwAMuM，1994］［河村ほか，1997］原図を合成し，　Cθ％s吻釦η
　　　以下の4種の生息期間を図の左端まで延ばすなど改変した。
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動物の移動，大形獣の絶滅を論じることが必要である。そのさい気候の変化とそれがもたらす影響
には特に注意をはらうべきであろう。
　約14，100年前のべレリョフカ遺跡はロシア最北端に位置し，マンモスの化石を140体分発掘した
遺跡である。木村英明はこの遺跡から「発見される大量のマンモス化石は，人類とマンモスの最後
の出会いを示すものではあるが，そのような悲劇的場面を想像させるものはない」といい，マンモ
スを絶滅に追いやるほどに大量に捕獲したという考えは，「自然と共存の意味を忘れた「文明人」の
一方的な思いこみ，偏見に過ぎないのではないか」と感想を述べている［木村，1997：307］。
　旧石器から縄文へ　石器文化の変遷についてはほとんどふれないまま論を進めてきたけれども，
33，000～15，000年前の寒冷期の間に，主な狩猟具はナイフ形石器一細石刃一石槍と大きく変化し（図
22），土器も現れる。細石刃や石槍・土器は東北アジアとの関係抜きには説明できない。動物だけで
なく文化も，おそらく人も激しく動き，かつ変わった時期であった。
　縄文草創期の遺跡はそれ以前の遺跡の分布と異なり山間・山岳部にはいりこんでいる。縄文草創
期の時間幅は約5，000年間ある。しかし，時間の長さの割には遺跡の数は少なく，その規模は小さ
い。瀬戸内では，ナイフ形石器の時期までの遺跡は多いけれども，細石刃とそれにつづく大形石槍
と部分磨製石斧の時期の遺跡はきわめて少ない。そして縄文早期の押型文土器の時期，約9，500年
前の遺跡から多くなる。ナイフ形石器の終焉期から押型文土器の始まりまでの約5，000年間の遺跡
は，そのほとんどが瀬戸内の海面下に没したのであろうか。それとも瀬戸内一帯はやはり人口の少
ない地域であったと考えるべきなのであろうか。九州では細石刃の時期の遺跡が長崎，佐賀，大分
などで集中的に見つかっているから，人の移動も考慮すべきであろう。
　いずれにせよ，その数千年の間には，人の集団的な移動もあれば，時としては局部的に集団の絶
滅に近い事態もおこったのではないだろうか。関東平野でも，縄文早期初め，約10，500年前に撚糸
文・縄文土器をもつ小集団が爆発的に増加し，それ以後の発展の先駆けになっている。更新世後期
～完新世の人口は単線的な増加ではなく，何回かの増加と激減のくり返しであったことを示唆する
現象として，これらの事実は特に注意すべきことであろう。
　付記
　本稿は1998年12月5日に文部省科学研究費特定領域研究考古学班が催したシンポジウム「更新世一完新世
移行期の比較考古学」（企画は東京都立大学人文学部の小野昭氏，会場は東京都立大学国際交流会館）で発表し
た日本における「更新世一完新世移行期の動物と人類」の主旨を詳しく述べたものである。考古学を専門とす
る私が古生物学の研究成果を学び，このような一文をまとめたのは，古生物学と考古学の境界領域になってい
るこの高度なテーマに接近するには，古生物学や古環境学だけでなく考古学も積極的に議論に加わっていく必
要を感じるからである。稿を了えるにあたって，それぞれ専門の分野から教示をいただいた大塚裕之（鹿児島
大学理学部），亀井節夫（元京都大学理学部），河村善也（愛知教育大学教育学部）の諸氏，古植物学の辻誠一
郎（国立歴史民俗博物館），動物考古学の西本豊弘（同前），考古学の佐原真（同前），稲田孝司（岡山大学文学
部），小田静夫（東京都教育庁），小野昭（東京都立大学人文学部）の諸氏にあっくお礼申し上げる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1999年8月30日）
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図22　東京都武蔵野台地における石器群の変遷［小田，1991］から作成。炭素14年代は暦年代に較正した。
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?
（1）－C脚μs励o幼o〃2α∫αゴカトウキヨマサジカとい
う奇妙な学名と和名の由来について説明しておきたい。
熊本大学地質学教室蔵の鹿角1点（図2－4右）を調べた
鹿間時夫・長谷川善和は，採集地が熊本沖の有明海と断
定できなかったので，所蔵する熊本大学の所在地から戦
国時代の肥後の武将であった加藤清正を連想して，C¢椥％s
（Rμoε朋s？）ゐα励加〃2αsαiの名を与えた［SHI㎜A　and
HAsEG㎜，1965b：45］。しかし，加藤清正は文禄・慶長の
役では朝鮮半島に出兵した肥後藩の指揮者であって，こ
の役が日本国による李氏朝鮮国の侵略であったことは，
命名した1965年当時も常識であったのだから，当然，
歴史や他国に対する配慮が必要であった。しかし，生
物・古生物の新種命名は国際命名規約によって先取権の
尊重を義務づけられているから，いったん発表されると，
　他者は不本意であってもその学名を使用しその業績を
顕彰しなければならないことになる。
（2）　校正中に，藤田正勝らの猪化石の研究成果
［FuJrrA，　KAwAMuRA　and　MuMsE，2000］が公表された。
彼らによると，ニッポンイノシシ，ライデッカーイノシ
シ，∫scγ〔吻」¢μ60〃2ッs鋤はすべてSμss6γ碗の範囲内に
含まれ，Sμsscγ吻は更新世中期以来，更新世後期前半を
除いて日本本土に棲んでいた，という。
（3）一校正中に，高橋啓一らの日本産象化石の研究成
果［T㎜sHI　and　N雌Tsu，2000］を見た。彼らは松
本彦七郎・尾崎博のシガゾウではなく松本の1吻〃励κ吻s
少γ0’0物〃励0ηrθμSムカシマンモスゾウに先取権を認め，
ムカシマンモスゾウは中国にその祖先種がいて島弧で固
有化したと考えるのが妥当であるという。渡来コースに
ついては明らかにしていない。
（4）一校正中の2000年11月5日に，宮城県上高森な
どの「前・中期旧石器時代遺跡」で調査責任者が他の遺
跡で採集していた縄文時代の石器を持ちこんで遺構や遺
跡を捏造していた事実が明るみにでた。彼が捏造した遺
跡がどの範囲まで及ぶのか，これから解明していくこと
になるけれども，本稿は見通しを述べるのが目的である
ので，関係する部分も削除せずに残しておくことにした。
ただし，上高森などの資料すべて，あるいは大部分を否
定せざるをえなくなった現時点では，シガゾウ（ムカシ
マンモスゾウ）とともに原人が渡ってきた可能性まで考
えるのは，時期尚早であって、机上の論にすぎない。
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Relationship　between　the　Extinction　of　the　Big　Mammals
and　the　Human　Activities　at　the　Late　Pleistocene　in　Japan
HARUNARI　Hideji
The　Palaeonthic　hunters　of　Japlm　hunted…m㎞als　such　as　Pα1αθolo励o励αμ祝α励（Nauman’s
Elephant），　S肋o幼閣αcθ7μs　yαbθi（Yabe’s　Giant　Fallow　Deer）and　Bison　p亘scus（Steppe　Bison）．
However，血ese　big　game　bec㎜e　e頭nct　one雄er　another　in也e　late　Iate　Pleistocene　epoch
becallse　of　the　change　of　natural　environment　and　the　over－kiU　by　humans．　In　the　Holocene，
animals　such　as　C〃wsη0ρoηOapanese　Deer）and　Sμs　s67励（wild　boar）took　the　place　of　big
g㎜eand　the　Jomon　people　hunted　these　middle　sized　animals　with　the　bow　and　arrow．　The
above　view　is　at　present　widely　ac㎞owledged　academically血r　the　excava60n　of　NoliH　lake
in　Nagano　Prefecture．　However，　it　needs　more　research　and　investigation．
　　　The　circular　site（20～50　m　in　diameter）of　blocks（3～5min　diameter）which　intensively
coぬin㎞i掩biades　and　nakes　made　of　stone　are　considered　to　have　been　places　where
PalaeoUthic　hunters　gathered　together　temporarily　in　order　to　hunt　big　g㎜e．　This　kind　of　site
is　unique　to　the　early　Late　PalaeoUthic　epoch（about　33，000　to　28，000　B．P）．　Moreover，　many　stone
axes　with　ground　blades，　which　are　supposed　to　have　been　used　for　butchelうng　big　game，　are
also　found丘om　this　period．　The　hun6ng　of　PbJαθoJoκ040η妬μ勿α励‘oγS仇o獅gαcθγos　yαbθゴwas
presumably　done　until　around　28，000　B，P　After　that，　these　animals　considerably　decreased　in
number，　and　seem　to　have　become　extinct　around　15，000　B．P　In　order　to　af丘rm　their　ex6nction
because　of　over・killing，　we　must　prepare　an　adeqllate　explanadon　about　the　fact　that　at　around
the　same　time，　carnivor皿s　and　fbrocious　animals　such　as　the勘％沈θγo　rigγ‘s（tiger），1％〃批γα
ρα吻sOeopard）or　insec6vorous皿imals丘ke加μγosoγ助αρo拠s（a㎞d　of　shrew），　rodents
Hke　the、Micアorμsερiγαπic¢ρoi4es　（a　kind　of五eld　voles），λイi¢夕oオμs　bγα〃4が04θs　（ditto），　became　extinct
also．　These　animals　are　hard　to　be　considered　as　targets　of　over・ki伍ng．　Beside　the　over－kill，
we　must　search　harder　for　the　relationship　between　the　detailed　cnmate　change　in　the　Late
Pleistocene　epoch，　the　change　of　natural　environment　caused　by　the　fa皿of　volcanic　ash　and　the
extinctions　of　the　big　mammals．
　　　Furthermore，　according　to　a　palaeontological　study，　as　early　as　the　Middle　Pleistocene，　Cθ夕ws
ξπ2yゴ　（or　Cθ夕びμs　gγαyゴカα’o力砂o〃2αsαの，　the　ancestor　of　the　Cθグ〃μs　勿ρρoκ，　Sμs　sc7の勉　and　Sus
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1ydekke亘had　crossed　over　to　Japan；at　least　C．　grayi　katokiyomasai　was　already　increasing．　The
PalaeoUthic　people　in　Japan　made　many　trap　pits　and　their　targets　may　well　have　been　wild　boar
hl　fact　we　should　suppose　that　the　Palaeolithic　people　hunted　extensively　both　deer　alld　wild
boar．
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